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☆共ＪＢＮ 外１０３８（産業、医薬）（０８・９・２４） 

【産業担当デスク殿】３１９２７ 

 

◎テーマは児童と青少年の糖尿病  １１月１４日に糖尿病デー 

 

 【ブリュッセル２４日ＰＲＮ＝共同ＪＢＮ】国際糖尿病連合（ＩＤＦ）は２４日、世界

各地のグループ、個人に対して、１１月１４日の世界糖尿病デーまでの５０日間に糖尿病

に対する認識を高めるための活動に加わるよう呼びかけると発表した。今年のキャンペー

ンのテーマは「児童と青少年の糖尿病」である。 

 糖尿病は児童がかかる最も一般的な慢性疾患の１つである。年齢を問わず、よちよち歩

きの幼児や乳児もかかることがある。毎日２００人以上の児童が１型糖尿病と診断され、

毎日数回のインスリン注射と血糖値の監視が必要になっている。児童の間で毎年３％増加

しており、就学前の児童では５％とさらに急増している。年間に約７万人の１５歳以下の

児童が糖尿病になる。 

 早期に発見しないと児童の糖尿病は死をもたらすか重い脳障害が残る。排尿の増加、の

どの渇きの増加、体重減少、疲れという明らかな警戒すべき兆候が時には完全に見過ごさ

れ、インフルエンザと誤診されたり、全く診断を受けなかったりする。 

 ＩＤＦのマーティン・シリンク会長は「親、教師、学校の看護師や医師、それに児童の

ケアに関わるすべての人が警戒すべき兆候をよく知り、糖尿業の脅威について警戒すべき

だ。診断を受けなかったり誤診された児童たちがＤＫＡ（糖尿病性昏睡）で死ぬことがあ

る。開発途上世界ではインスリンが必要な児童の多くに届かず児童が死んでいる。ＩＤＦ

は適切な薬物治療へのアクセスとケアは糖尿病の児童にとって権利であって特権ではない

と主張している」と述べている。 

 世界糖尿病デーは昨年、世界的な成功を収め、世界で最もよく知られている記念建造物

のいくつかをブルーでライトアップした。２００８年はＩＤＦが認識を高める方法につい

てのアイディアを求めて世界共同体に手を差し伸べる。 

 キャンペーンディレクターのフィル・ライリー氏は「世界各地で活動が計画されている。

そのすべてが世界糖尿病デーのウェブサイトに掲載されることを期待している。自分たち

の共同体で活動に加わり、自分たちのアイディアをわれわれに伝えるようひとびとに呼び

かける」と語っている。 

 すでに進行している計画には次のようなものがある。 

 －シリコンバレーの専門家のチームが世界糖尿病デーのオフィシャルレースカー、１９

６９年型フォルクスワーゲン・ビートル、で１１月のバジャ１０００レースに参加する。

この「デザート・ディンゴ・レーシング」チームはＩＤＦの「ライフ・フォー・チャイル

ド（児童のための生命）」プログラムのために、メキシコ糖尿病連合と協力して長時間ド

ライブの資金集めを行い、レース中にメキシコで教育資料を配付する。 

 －中東ではオーストラリアのオートバイファン、ユーセフ・カミングズさんが同地域の

世界クロスカントリーラリーで世界糖尿病デー・オートバイを運転する。カミングズさん

はＩＤＦの「ライフ・フォー・チャイルド」プログラムのために長時間ライドの資金集め



も行う。５月のチュニジアでのラリーで１０位に入賞したのに続くカミングズさんの次の

レースは１０月２４－３１日にドバイで行われるＵＡＥデザートチャレンジである。 

 －イタリアではダイアベート・イタリアがイタリアリーグの現チャンピオン、インテル・

フットボールクラブと提携して１１月１０日、１６日の試合中にフィールドで世界糖尿病

デーのロゴを児童にスケッチさせる。プレーヤーたちはボールトＴシャツにサインしてオ

ークションにかけることを計画している。 

 ライリー氏は「最も人気があって人目につくプロジェクトは共同体のある記念建造物を

特定してそれをブルーでライトアップする手配をすることだ。今年は５００の記念建造物

がライトアップされると期待しており、こうしたプロジェクトを世界で推進したいと考え

ている」と語った。 

 この早い段階でエジプトのピラミッド（ギザ）とスフィンクス、オーストリアのホーフ

ブルク、ブラジルの救世主キリスト、日本の東京タワー、ＵＡＥのブルジアルアラブとジ

ュメイラ・エミレーツ・タワー、ベルギーの小便小僧、ドイツのブランデンブルク門を含

む１００以上の記念建造物がすでに確認されている。 

 サポートリンク： 

ロゴ 

    国際糖尿病連合（ＩＤＦ）のロゴ: http://tinyurl.com/4efr2q 

    世界糖尿病デーのロゴ: http://www.worlddiabetesday.org/pr-logos 

ウェブサイト 

    国際糖尿病連合（ＩＤＦ）: http://www.idf.org 

    世界糖尿病デー: http://www.worlddiabetesday.org 

    「ライフ・フォー・チャイルド」プログラム： http://www.lifeforachild.org 

世界糖尿病デー・プロジェクト 

    デザート・ディンゴ・レーシング（Desert Dingo Racing）: 

http://www.worlddiabetesday.org/the-campaign/friends-of-wdd/desert-dingo-racing 

    世界糖尿病デー・バイク: http://www.worlddiabetesday.org/pr-wdd-bike 

    世界の活動: http://www.worlddiabetesday.org/pr-activities 

映像 

    ２００７年にブルーにライトアップされた記念建造物:http://tinyurl.com/3jkb8k 

    ブルーにライトアップされたバージアルアラビア: http://tinyurl.com/3lfjup 

    シドニーのオペラハウス: http://tinyurl.com/3mmz88 

    ナイアガラの滝: http://tinyurl.com/4hue79 

 新しいプロジェクトの提案、既存プロジェクトへの参加に関心ある人の問い合わせ先： 

the Kerrita McClaughlyn  

and the World Diabetes Day  team at wdd@idf.org or at +32-2-5385511.  

詳しい情報は世界糖尿病デーのウェブサイト（http://www.worlddiabetesday.org）へ。 

 （注）ＩＤＦは１６０カ国以上の約２００の糖尿病協会の上部組織で、約２億５０００

万人にのぼる糖尿病患者、その家族、健康管理プロバイダーの擁護団体である。ＩＤＦの

任務は世界で糖尿病の介護、予防、治癒を促進することである。ＩＤＦは世界保健機関（Ｗ

ＨＯ）と公式関係のあるＮＧＯ（非政府組織）で国連広報部の提携ＮＧＯである。ＩＤＦ



は世界糖尿病デーと「ユナイト・フォー・ダイアベート（糖尿病のために団結せよ）」キ

ャンペーンを指揮している。詳しい情報はhttp://www.idf.orgへ。 

（了） 

 


